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昨年味わったランの地獄の苦しみが脳裏にこびり付き、今年も昨年の二の舞に成らないか不

安を抱えたまま佐渡へ渡った。しかも宮古島以後練習に身が入らなかった事も不安材料になっ

た。その為佐渡行きを迷っていたので宿の手配も遅れ、間際に知人に頼みやっと両津のホテル

を確保した。そして漸く行く気に成った。 
５日（金曜）の４時前、車で出発した。前日ルートをセットしておいたナビが上手く作動せ

ず、すっきりしない出発になった。途中のＳＡでディスクを何回か出し入れしたら、やっと動

き出しホットした。９時２０分のフェリーの時間に間に合わせるにはナビが頼りだ。 
新潟から佐渡までは約２時間半の船旅だ。乗客はそれらしき人物が大勢の乗って居た。船室

で横になると直ぐ眠った。目を覚ますとデッキに出た。海風に吹かれながら遠い海原と群れる

かもめを眺めていると、何もかもが頭の中から消えて行く様な気がした。 
１２時過ぎ上陸した。昼食を取り、佐和田の受付会場へ行き、ま

ず受付を済ませた。庭ではウエアやエネジージェル等の販売テント

並んでいて、それを見て回った。特に買いたい物が無かったので、

早速スイムスタート場へ行った。海はまるで湖の様に凪いでいた。

軽く泳いで見た、海水が暖かく気持良い、調子も悪くない、段々自

信が湧いてきた。 
海岸で私より年上らしき選手（静岡のＩさん６６歳）と知り合っ

た。話を聞くとアイアンマンの大会に毎年出ているとの事、佐渡の

記録を聞くと私よりずっと速かった。練習や補給食について教えて

もらった。高齢で活躍する人の心構えや気力に感心した。 
４時からの説明会に出るため受付会場に戻った。ここで数人の顔なじみに会った。二三言葉

を交わし、ホテルへ向かった。 
 
大会前日の午前はバイクの確認をして、東海岸の方へ泳ぎに行った。暇つぶしに、佐渡百選

のお寺にも足を伸ばして見た。途中昼飯を食べる所が無く困った。其のはずで、お寺に向かう

途中車や人を殆ど見かけなかった。２時過ぎやっと昼飯に有り付いた。遅い食事が明日に影響

しないか心配した。 
ホテルに帰ると近くの神社が騒々しい、何か有るのかと聞いたら、７時から両津薪能が有る

との事。滅多に無い機会だと思い、夕食後早速神社へ行った。観賞はイヤホンの解説付きで初

めての者でも親しめる様に工夫されていた。薪に照らされた舞台、謡い、囃子、そして舞と雰

囲気だけは十分堪能した。 
其の後は大会の準備に専念した。バイク用にスペシャルドリンクと梅干入り一口赤飯にぎり

を作った。大会当日は朝早く夜遅いので食事はホテルで対応出来無いとの事、仕方が無いので、



近くのコンビニで握り飯と味噌汁を買って来た。３時半に携帯の目覚ましをセットして９時過

ぎ床に就いた。 
 
当日は１時頃目を覚ました。３時過ぎまで数回、携帯の時刻を確認していたが、目覚ましを

待ちきれず起きた。早速朝食を摂る、ポットのお湯がぬるく味噌汁は飲めた物でなかった。 
４時前ホテルを出た。曇り空、風も無し、街は未だ眠りの中に在った。真暗な道を走ってい

ると其れらしき車が２台３台と列になってきた。３０分位で会場へ着いた。既に駐車場は半分

位埋まっていた。直ぐに準備に掛かった。何時もの作業だが、気が急くのと緊張で呼吸が苦し

く感ぜられた。スイムウオームアップを促すアナウンスに急かされ海岸に向かった。 
 
薄暗い静かな海を、感触を確かめる程度泳いで見たが、体調で気になる事は無かった。簡単

なセロモニーが有り、６時のスタートを待った。遥か彼方、水平線迄繋がるブイを見て、遠い

と感じたが不安は無かった。比較的落ち着いていた。回りも静かだった。 
６時、闘志を鼓舞する掛け声も無く、静かにスタートが切られた。浅瀬の海をゆっくり歩き

始めた。５０ｍ位歩いただろうか、そこからゆっくり泳ぎ始めた。未だ歩いている選手もいた。

何時もの様にリズムを意識して泳いだ。人数は７７０名と少ないが、小競り合いは避けられな

かった。其の度呼吸が乱れ苦しい思いをしたがマイペースに努めた。 
途中何を勘違いしたのか第１マークを回って第２マークへ向か

っていると錯覚を起こしていた。第一マーク迄速い感じがしたの

で変だと思いながらそのまま泳ぎ続けた。そしてやっと第１マー

クを見つけた。そこまで凄く長い間泳いでいた感じがした。 
第２マークへはひたすら腕を回し続けた。気分がハイになり、

永久に泳いでいられる様な錯覚に陥った。 
第２マーク通過後は腕が重たくなってきた。陸に近づくに連れ、

底の岩が見え始め、次に砂、段々砂が眼前に迫ってきた。砂に手

が届く辺りで立ち上がり、ウエットスーツを脱ぎながらトランジ

ションへ向かった。 
 
自分のバイクラック付近は未だ多くのバイクが掛かっていた。年齢順に置かれて居るので同

年代の泳力が分かった。腰を下ろしてソックスと靴を穿いた。サングラス、ヘルメットそして

今回初めてグローブをして出発した。昨年の経験からシッティングで漕ぐ（其の為ギアを２３

から２５枚に変更した）、出来るだけ食べる、マイペースの３つを心掛けた。 
直ぐに赤飯のにぎ飯を３個食べた。佐和田の町外れに指し掛かった頃から雨が降り出し、七

浦地区付近から大雨に成り風も強くなってきた。下り坂では雨にブレーキコントロールを奪わ

れ恐る恐る下った。又風が初めて採用したディープリムホイールを煽りハンドルをふら付かせ

た。事故を起こさないよう慎重に走行した。雨を避けてトンネル出口付近で応援する島民の方



に、手振って応えた。この雨も岩谷口付近で止んだ。 
今回も前半、胸焼けとハムストリング筋痛が起こった。胸焼けは高カロリードリンクが筋肉

痛はサドルが関係しているのではとふと頭の中に浮かんだ。 
雨中の走行は寒かった。ドリンクを飲むと直ぐオシッコをもようした。最初は雨を幸いに走

りながらやった。結局最後まで車上オシッコを続けて一度もバイク

を降り無かった。 
エイドではバナナと握り飯を交互に取った。塩の利いたお握りは、

美味しかったし、塩分の補給に役立った。携行していた飴を口にし

た、融けるまで待つのは心気くさかったので１個で止めた。 
両津商店街で大声援を受け一路小木を目指した。土曜日、松ヶ崎

と云う小さい集落で、モズクを買った際、若店主が明日応援してい

ますからと言っていた。再会を楽しみにしていたが、あっと言う間

に彼の前を通過してしまい、自分の存在を示せ無かったのが少し残

念であった。  
そんな思いを乗せ１６０キロ地点の小木にやっとたどり着いた。うれしさが自然に込み上げ

てきた。小木の激坂も殆どシッティングでこなした。村上集落の上りで知らない選手から声を

掛けられた。お宅の頑張りに頭が下がるとの事（ナンバーで年齢が分かる）、レース中は殆ど

話しをしないが、この様な声掛けはうれしかった。 
最後のエイド１８２キロ地点からバイクフィニシュ迄は少し力をセーブしランへ備えた。 
練習で泣かされていた腰痛も、車上でのストレッチやファインテンのパワーテープが効いた

のか、本番では殆ど気にならず、そこそこ楽しいバイクライドになった。 
ゴールが近づいて来た。Ａタイプのラン折り返しに向かう選手や、Ｂタイプのランゴールへ

向かう選手で賑わう道路を通過して、バイクパートを終了した。時刻は約１５時、スタートか

ら既に９時間が経過していた。 
 
ランのトランジションはシューズと帽子だけ、アミノバイタル飲み、走り始めた。心配して

いたランへの切り替えがスムースに出来たのがうれしかった。

このままの調子で走ったら完走は問題ないと確信した。 
最初の八幡エイド手前で佐渡で知り合ったバイクのＩさんと

すれ違った。自分の方が大分リードしていた。腕振りと肩のリ

ラックスを心掛けて走った。 
エイドでは、まるで儀式の様に、先ず頭に水を掛け、帽子を

濡らし、コーラを飲みオレンジを食べるというパターンを繰り

返した。たまに塩、梅干、レモンも取った。 
最初の折り返し①金井エイド（１７．７キロ）の手前で宮古

で一緒に走ったＹ嬢とすれ違いお互い声を掛けた。 



折り返し点、手前に差し掛かると、選手名、出身地をアナウンスしていた。手を上げて応え

た。そこで反射たすきを貰った。佐渡で明るいうちゴールするのは不可能だ。次の折り返し②

潟上エイド（２５．６キロ）を目指した。足が重たくなり腰も引け徐々にスピードが落ちてき

た。折り返し②ではすっかり日が暮れ暗くなってきた。 
初めは２～３キロ毎に在るエイドを目指したが、段々残りの距離が気に成りエイドに着く度

残りを聞いた。聞く度、残りの長さに挫けそうになった。宮川エ

イド（３４．２キロ）でＩさんにあっと云う間に抜かれた。力の

差の大きさに、悔しさも起こらなかった。 
残り８キロは本当に長く感じた。ライトアップされた農道を、

とぼとぼ走りやっと国道に出てきた。次々掛けられる、お帰りの

声に再び元気を取り戻し佐和田商店街に入った。 
煌々照らされたウイニングロードをハイタッチをしながら笑顔

で通過した。 
左折しグランドへ入った。足は未だ残っている、スピードを上げ

てゴールインした。 
時刻は２０時２６分、１４時間２６分の苦しく、長い、そしてチョッピリ楽しい一日が終わた。 
バイク等の片付けをして２３時頃ホテルへ戻った。コンビニで買った寿司と缶ビールで、一人

完走を祝った。 
佐渡へ来る前、Ａタイプは今年が最後だと思っていたが、来年もＡタイプに出ようと云う気に成

った。 
翌日は、気持ち良く晴れ渡った。多くの思い出を残し、９時２０分のフェリーで佐渡を離れた。 
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